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梶井埜次郎の処女作「神様」は、大正十四年、同人雑誌『青空』創刊号に掲載された。この作品の原型は大正十
一年ごろに作られたものと推定されている「秘やかな楽しみ」という題の詩であり、以後二年間に四回書き改めら
れている。第三稿は、大正十三年に書かれた「瀬山の話」の中に含まれている。「瀬山の話」は未定稿ではあるが、
量も多く、さまざまなふくらみを持った作品で、スケールの大きな小説となる可能性を秘めていた。梶井はその中
から「檸檬」の挿話のみを抜きだして独立させたのである。彼がいかにこの主題に執着していたか、また、彼の内
面のエキス、精髄をいかに純粋にしぼりあげて作品化しようとしていたかが分る。
「檸檬」のモチーフは、冒頭の一句に集約されている。彼の作品では、その内容を要約してしまうような、重要
な表現が初めのほうに出てくることが多く、彼自身そういう作風について反省したりしているが、「檸檬」におい
ても同様で、まず「えたいの知れない不吉な塊が私の心を始終圧えつけていた。」と、いきなり作品の核心をなす
部分を提示している。つまり、何かもやもやと鯵屈した感情が主人公「私」の中にあるというわけである。それは
梶
井
基
次
郎
の
二
重
性
高
木
利
夫
Hosei University Repository
3０ 
何であるか分らない。その分らないものを論理的に追い詰めるのではなく、何だか分らない不吉な塊を抱いて街を
さまよっている青年の内面のすがたを定着しようとした。それがこの作品のモチーフである。
「私」が抱いている不吉な塊は、名づければ喪失感とも虚無感とも言えようが、とにかくそれはネガティヴな、
否定的な、暗い感情であることは間違いない。そのため、「私」の眼に映ずろ風景も、好きな品物も、以前とは違
ったものになってしまった。肺尖カタルで熱もある。死が近いのかも知れない、そんな怖れもあった。
ところがある日、レモンを一個買ったことで、「私」にふいに幸福感がやってきた。不吉な塊がいくらか弛んで
きて、ふだん避けていた丸善にもやすやすと入れそうな気がした。ところが、実際に入ってみると、再び憂謬がた
てこめてきた。幸福感は去ったのである。しかし、「私」はいたずらを思いつく。本を積み上げた上にレモンを置
いて外に出てしまうのだ。そう考えると、内面に思わぬ緊張が生まれ、「私」は救われた思いに駆られる。再び幸
福感がやってきたのである。そして、あのレモンが爆弾であって、十分後に丸善が大爆発を起すのであったらどん
なに面白いだろうと想像しながら、「私」は街に出ていく。
こう見てくると、この作品では、「幸福」という言葉が作者の意図を解く重要なキイ・ワードになっていること
が分る。ネガティヴであり、否定的である主人公の内面に、ポジティヴな、肯定的な感情が生まれた時に、この
「幸福」という言葉が使われているのである。「幸福」がキイ・ワードであるのは、「檸檬」ばかりでなく、他の作品
においても同様であるが、そのことは後で具体的に触れる。とにかく、「檸檬」では、「幸福」という言葉をキィ・
ワードにして、否定と肯定、否定と肯定という具合に起伏する主人公の内面が描き出されている。そして、その内
面の起伏がそのまま作品を引っ張っていく役割を果しているのである。
一個のレモンが、ここでは幸福の象徴として使われている。それを丸善の中に置いて出てきてしまう、その瞬間
の戦操に主人公の「私」は自分の存在証明を見出すわけである。存在証明といっても、次の瞬間には、また泡のよ
うに消えていくものかも知れない。消えてしまえば、後は再び不吉な塊が胸を圧してくるだろう。それでも一瞬の
緊張感、幸福感は確実にあった。確実に存在した。その確実にあったという自覚が、主人公の「私」にとって一種
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そ
れ
は
救
済
と
い
う
よ
う
な
、
大
袈
裟
な
、
観
念
的
な
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や
は
り
肯
定
に
つ
な
が
る
瞬
間
で
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
の
中
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
識
が
顔
を
出
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
救
い
で
あ
る
。
虚
無
感
や
絶
望
感
が
深
け
れ
ば
深
い
ほど、そこから脱れ得た一瞬、救われた一瞬の価値は重くなる。それがたとえ束の間のものであったとしても、そ
の時にきらめくものが人間を支えている何かではないか。人間という存在の真実を示す何かではないか。梶井基次
郎
が
「
檸
檬
」
で
表
現
し
た
か
っ
た
こ
と
は
以
上
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
棒
様
」
を
読
ん
で
く
る
と
、
梶
井
文
学
に
お
け
る
二
兎
性
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
。
否
定
と
肯
定
、
ネ
ガ
ティヴとポジティヴ、階と明という相互に矛盾し、対立する要素がちょうど二頭柵造のように存在し、両者がから
みあう形で作品が構成されている。否定を基底として、そこに肯定の要素を投げこむことによって、主人公の内面
ド
ラ
マ
に動きが生まれ、劇が発生しているのである。これは明らかに梶井蕊次郎の認識の型を示すものであり、彼の生き
ていく上での基本的な態度を示すものである。
梶井埜次郎は、もともとこのような矛盾した二つの要素をあわせ持っていた人なのであろう。そのことは生前の
彼を知っていた人たちの証言に数多く見られる。例えば伊藤整は『若い詩人の肖像』の中で、梶井のは「絶望感と
あかるさとの奇妙に結びついた生き方」であると述べている。また、萩原朔太郎は「烈しい衝動によって創作する
ところの真の情熱的詩人」と「冷酷無情の目を持ったニヒリスチックの哲学者」が同居していると言い、友人の外
村繁は「強烈な放蕩精神」と「理想を求めんとする高遮なる精神」が共存していると響いている。これらの証言は
みな、二重性が梶井にとってかなり本質的なものであることを指摘しているのである。しかし大事なことは、それ
が梶井の生得のものであることを確認することではなく、その二重性が作品の中にどう現われているか、またそれ
が作品にどのような意味を与えているかを問うことなのだ。
の
救
い
と
な
る
の
で
あ
る
。
梶井基次郎における二重性は、個々の作品に現われているばかりではなく、対照的な二つの作品系列となっても
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作品が、階と明、対照的な色調に分れたということは、かなり象徴的なことであり、二重性が彼の本質に根ざした
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
だ
て
て
も
い
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
系
列
を
比
較
す
れ
ば
、
圧
倒
的
に
「
檸
檬
」
の
系
列
、
暗
を
基
調
と
す
る
作
品
の
ほ
う
が
数
多
く
書
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
ほ
と
ん
ど
が
結
核
と
神
経
衰
弱
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
青
年
で
あ
り
、
そ
の
病
苦
に
満
ち
た
、
不
健
康
な
、
暗
鯵
な
生
活が描かれているのである。それは勿論、作者梶井の生活の反映であることは間迷いないが、しかし彼はそれを個
人
的
な
心
情
の
告
白
と
し
て
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
自
己
形
成
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
自
己の体験をもとにして、ひとりの青年の内面を描くことによって、近代の本質に鋭く迫ることができると信じてい
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
描
い
て
い
る
世
界
の
普
遍
性
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
れ
ほ
ど
執
勘
に
青
年
の
暗
い
感
悩
を
描
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
病
と
名
づ
け
て
も
い
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
の
近
代
が
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
の
詩
人
た
ち
の
影
響
を
受
け
、
世
紀
末
と
か
頽
廃
と
か
不
安
と
か
、
先
端
的
な
近
代
の
感
情
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
日
本
は
、
関
東
大
震
災
以
後
の
、
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
大
衆
文
化
社
会
に
入
り
込
ん
で
い
た
。
頽
廃
や
不
安は、そういう社会背景のもとで、時代の本質に穴をうがつ鋭いキリのようなものとして受容されたのである。
梶井はよく「堕落」という言葉を口にしたと言われる。その裏には、ともすれば放蕩にのめり込みがちな自分に
対する潔癖な嫌悪感があるわけだが、しかし、そればかりではなく、稜極的に「堕落」を評価し、武器として利用
し
た
い
気
持
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
堕
落
」
が
頽
廃
に
通
じ
、
世
紀
末
に
通
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
に
太
宰
治
が
「父は義のために遊んでいる」と誓いたのも、同じような意味を持つ。近代の感情と感覚は、「堕落」を通じての
み表現できる。それに病苦が加われば、表現は一層鋭く、強いものになる。梶井にはそういう自負があったはずで
ある。
Hosei University Repository
3３ 
しかし、現在になってみると、大正末期から昭和初年にかけての世紀末思想や頽廃の感情には、濃厚に作られた
ものの匂いがする。いつの時代でも、日本の文学は圧倒的な西欧文学の影騨下で変貌をとげてきた。当然、新しい
思想・感情の移入時には無理が多いのだが、それでもいつの間にか、日本文学独自の流れの中に呑み込まれ、咀噸
されているのである。この時も例外ではなく、頽廃や不安をかなり強引に招き寄せた感じがしないではない。
梶井の場合も、頽廃、病鯵がかなり作られている、と言って適当でなければ、誇張されているように思われる。
梶井は資質としては暗い否定的な面よりも、明るい肯定的な面のほうが濃度は淡かったのではないか。それを意識
的に抑え、暗い側面を前面に押し出して小説を書いた。彼が魅かれた壯紀末の感情がそれを強いたとも言える。彼
はかなり辛かったのではないかと思う。狭い袋小路に入り込んでしまって、そこからどう脱れようかと思いつづけ
ていたに違いない。特に晩年、昭和一一年の「冬の日」、昭和三年の「覚の話」「冬の蝿」あたりになると、作品は円
環を描き、出口はふさがれてしまっている。彼も当然そのことに気がついていたので、「風景」よりも一‐生活」だ、
つまり、心象風景を描くことよりも、人間の生活を描くべきだと考えて、昭和七年に「のんきな患者」を発表する
梶井基次郎が志賀直哉に魅かれていたことはよく知られている。志賀の作品を一宇一句、句読点も含めてそのま
まに原稿用紙に書き写し、文章の呼吸を学ぼうとした。志賀に対する敬愛の念はかなり強いものがあったようであ
る。このことには多少の違和を感じないわけにはいかない。志賀の文学は強い自己肯定の上に築かれたものであっ
て、梶井文学の基調である自己否定の要素はほとんどない。梶井は一体、志賀のどんな点に魅かれたのだろうか。
二人とも鋭い感覚の所有者であることは共通している。ただ、志賀の感覚を支えているものは頑固なまでに自分
を押し通す我の強さである。原始人の感覚とまで言われる強靭さである。それは自我という近代的な観念の洗礼を
受けていないがゆえに強い。近代的な知性の持主であった芥川竜之介が、晩年憧れを抱きながらもついに対抗する
ことのできなかった強さである。それに反して、梶井の感覚ははるかに近代的であり、近代人の弱さを裏に秘めた
つ
ま
り
、
心
象
風
景
髪
に
至るわけである。
●もので」あった。
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友人の中谷孝雄はこう響いている。
しかし、この作品を注意深く読むと、ただ明るいというだけの単純なものではないことが分る。処女作「檸檬」
と同様に、この作品においても梶井の二重性が重要な作用をしていて、基調は明であるが、しかしそれは氷山の一
角が顔を出しているようなもので、水面下にはやはり暗の部分が隠されているのである。つまり、この作品も明と
暗の二重構造になっていて、その複雑なからみあいが作品に微妙な陰影を与えているのである。
現実の上澄みのところ、言葉をかえて言えば、日常的な些細な出来事だが、それを文字にして表現しているのが
揮
然
と
し
て
一
つ
の
爽
「とにかく、この佐
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
もその一人である。」
梶井もまた、彼に欠けていた志賀の強さに魅かれたのだろうか。外村繁が指摘した「理想を求めんとする高迦な
る
精
神
」
が
、
志
賀
の
中
に
同
質
の
要
素
を
見
、
し
か
も
そ
れ
が
よ
り
強
い
感
覚
を
通
し
て
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
と
い
う
ことだろうか。梶井は背日的な傾向の作品を書きつづけた。だがそれは、多分に作られたものであって、彼の本質
は
む
し
ろ
向
日
的
な
、
肯
定
的
な
、
明
の
側
面
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
！
一
一
大
正
十
四
年
『
青
空
』
二
号
に
発
表
さ
れ
た
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
は
、
明
の
系
統
の
代
表
作
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
大
正
十
三
年
八月、三重県松阪にある姉の家を訪ねて、｜か月近く滞在した時の見聞を材料として書かれている。この年梶井
は
、
五
年
に
わ
た
る
長
い
憂
鯵
な
第
三
高
等
学
校
の
生
活
を
終
え
、
東
京
帝
国
大
学
の
英
文
科
に
進
学
し
た
。
そ
の
鮫
初
の
奥
休
み
と
い
う
わ
け
で
、
梶
井
の
生
涯
の
中
で
も
股
も
明
る
く
、
希
望
に
満
ち
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
作
者
の
気
持
が
反
映
し
て
、
作
品
は
全
体
と
し
て
大
変
明
る
く
、
健
康
的
な
印
象
を
与
え
る
。
輝
く
八
月
の
太
陽
と
伊
勢
の
自
然
、
住
民
の
素
朴
な
人
情
、
そ
れ
ら
が
揮然として一つの爽やかな文学空間を作りだしている。
「
と
に
か
く
、
こ
の
作
品
は
、
梶
井
の
粉
神
の
向
日
性
が
最
も
よ
く
現
わ
れ
た
も
の
で
、
彼
の
全
作
品
中
い
ち
ば
ん
明
る
く
、
健
康
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
特
色
に
ひ
か
れ
て
か
、
こ
の
作
品
を
梶
井
文
学
の
白
眉
と
な
す
人
は
か
な
り
多
い
。
詩
人
の
三
好
達
治
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明の部分。暗の部分は非日常的な、めったに起らない劇的な出来事の場合が多いが、それはところどころ暗示程度
に触れられているだけである。明るい日常生活がたんたんと描かれていく中に、暗い非日常がふいに顔を出す。す
るとそれは、全体が暗を基調とした作品よりも、一層底の深い怖れを感じさせる効果がある。水面下の生臭い現実
の重さがそれだけ強く伝わってくる。これは志賀直哉の「城の崎にて」に代表される心境小説がよく用いる方法で、
題名の「……にて」の相似といい、ここにも志賀の影響が見られる。
さて、それでは「城のある町にて」の中で暗の部分はどう表わされているだろうか。まず最初の章「ある午後」
二つには、可愛盛りで死なせた妹のことを落ちついて考えてみたいという若者めいた感慨から、雌はまだ五七
日を出ない頃の家を出てこの地の姉の家にやって来た。
ぼんやりしていて、それがよその子の泣声だと気がつくまで、死んだ妹の声の気持がしていた。
『誰だ。暑いのに泣かせたりなんぞして』
そんなことまで思っている。
、
、
彼女がこと切れた時よりも、火葬場での時よりも、変わった土地へ来てするこんな経験の方に『失った』という
思いは強く刻まれた。『たくさんの虫が、一匹の死にかけている虫の周囲に集まって、悲しんだり泣いたりしてい
ヴ
ニ
イ
ル
ろ』と友人に書いたような、彼女の死の前後の苦しい経験がやっと薄い面紗のあちらに感ぜられるようになったの
もこの土地へ来てからであった。」
と書かれている部分に階が出てくる。この一節は作品全体のモチーフを示す重要な個所である。妹を死なせた衝
撃から主人公峻が立ちなおっていく。その心の傷が癒えていく過程を描いた作品がこの「城のある町にて」である
とも言えるのである。平野謙が心境小説の特質としてあげた「危機のあとの表現」という定義がそのままあてはま
る
わ
け
で
、
危
機
の
一
つ
が
妹
の
死
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
この妹の死は梶井が現実に体験したことであって、彼に深い悲しみを与えた。妹の八重は大正十三年七月二日、
の初めのほう、
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梶井が松阪の姉の家を訪ねる一か月ほど前に、結核性脳膜炎で死んだ。四歳であった。梶井が東京から大阪のわが
家
に
駆
け
つ
け
た
時
に
は
す
で
に
意
識
は
な
か
っ
た
。
妹
は
異
母
妹
で
あ
る
。
父
宗
太
郎
が
母
以
外
の
女
性
に
産
ま
せ
た
子
で
あ
っ
た。梶井家に入籍し、引き取られてきていたのである。そういう不幸な宿命を背負った妹だっただけに、梶井の気
持
も
複
雑
で
、
憐
偶
と
も
哀
れ
み
と
も
つ
か
ぬ
愛
情
を
そ
そ
が
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
梶井には、ほかに同年齢の異母弟網干順一一一がいた。順三が高等小学校を卒業して、北浜の株屋に奉公に出た時、
梶
井
は
自
分
だ
け
の
ほ
ほ
ん
と
中
学
に
通
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
言
い
だ
し
、
両
親
の
反
対
を
振
り
切
っ
て
中
学
を
中
退
し
てメリヤス問屋の丁稚になった。大正五年、彼が十五歳の時のことである。結局、丁稚奉公は約一年でからだをこ
わして家に戻ってくることになるわけだが、しかしこの時の同情心と正義感は、妹八砿に対しても同様にそそがれ
と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
幸
福
」
と
い
う
キ
イ
・
ワ
ー
ド
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
肯
定
的
な
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な感情を示そうとする時、梶井は「幸福」という言葉を使う。ともすれば陥りがちな、否定的な、ネガティヴな感
情
を
抑
え
て
、
自
分
の
気
持
を
引
き
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
主
人
公
の
心
理
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ら
あ
た
り
の
主
人
公
峻の内面は、一個のレモンを買って幸福を感じた「檸様」の主人公の内面とそれほどの距離はない。いずれも作者
う
に
し
よ
う
。
指
一
本
譜
んなことが思われた。」
妹
八
重
の
死
に
際
し
て
、
梶
井
に
は
書
く
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
死
の
前
後
の
様
子
、
妹
の
生
い
立
ち
、
妹
を
産
ん
だ
女
性
の
こ
と
、
母
親
の
悩
み
、
父
親
と
母
親
と
の
葛
藤
、
父
親
に
対
す
る
梶
井
本
人
の
複
雑
な
感
情
な
ど
、
そ
れ
こ
そ
ど
ろ
ど
ろ
し
た
人
間
臭
い
ド
ラ
マ
が
展
開
し
て
い
た
は
ず
で
、
創
作
意
欲
を
そ
そ
ら
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
内
情
に
つ
い
て
梶
井
は
ま
っ
た
く
触
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
生
々
し
す
ぎ
て
書
け
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
書
き
き
る
だ
けの自信がなかったのかも知れない。とにかく梶井は、暗の部分を水面下に沈めこんでしまって、
「
こ
の
静
け
さ
の
中
で
恭
う
や
し
く
な
っ
た
。
道
を
歩
く
の
に
も
出
来
る
だ
け
疲
れ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
。
純
一
つ
立
て
な
い
よ
う
に
し
よ
う
・
指
一
本
籍
め
な
い
よ
う
に
し
よ
う
．
ほ
ん
の
蜂
一
細
な
こ
と
が
そ
の
日
の
率
欄
を
左
右
す
る
・
１
選
偏
に
近
い
ほ
ど
そ
て
い
た
に
迷
い
な
い
。
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3７ 梶井の一一戴性が微妙に働いている個所である。梶井には健全な平衡感覚があって、何かの時には自然にバランスを
とる傾向があったのではないかと思う。
「城のある町にて」の五番目の章は「昼と夜」と題されている。まことに象徴的な題名で、梶井の一一重性がはっ
きり示されていると言わねばならない・昼に対しては夜、夜に対しては層一という具合に、彼の中の平衡感覚は常に
対照的なものを意識せずにはいられないのであるが、それは見方を変えれば、現実に対する眠くばりが十分に効い
ていること、つまり認識の幅が広いことを示すものでもある。
「昼と夜」は暗の部分が舷も色濃く表わされている索で、この作品の中心をなす。いわば心臓部にあたる章であ
る。これまではほとんど水面下に隠されていた主人公峻の感情や意識がかなり率旗に表現されている。それは前作
「檸檬」の主人公「私」のそれと完全に繁るもので、「えたいの知れない不吉な塊」がやはり同じように雌の内面に
とぐろを巻いていることが分る。一番目の章「ある午後」における晴は、峻にとって外的な要因によるものである
が、この章における暗は雌の心の内にわだかまっているものであって、より本来的なものである。自ら悩み、自ら
処理しなければならない問題である。
ここではまず、昼の光鍬が展開する。主人公峻は城のそばの崖のかげに立派な井戸があるのを見つけた。若い女
が一一人、洗濯している。その様子の描写があって、その後に「羨ましい、索哨らしく幸福そうな眺めだった」と醤
プ
ラ
ス
かれている。ここでも「幸福」というキイ・ワードが使われている。肯定的な、正の世界を意味する。当然それは
負の世界、否定的な峻の内面と対比させているわけで健全な生活からなんと遠いところまで来てしまったこと
マ
イ
ナ
ス
かという自覚を示しているのである。そして、その幸福そうな眺めから、少年の時に歌った歌の文句が思い出さ
れ、つづいて国定教科書のさし絵や肉筆めい尤槽書の活字などがイメージとして浮んでくる。その後で梶井はこう
書れ
く、
◎－へ
「叩純で、平明で、麓糎算・Ｉ今その世界葱の洲にある。恐いもかけず、こんな田舎の縁綱の蔭に、そ
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銘の誠癖繩鴎》麩洲洲鈍乖嘩鵬嶢唾糯搾乢定針壗輝の営むべき生活が示唆されたような気がした。」
向日的な、生きようとする意志が明確に示されている個所である。「理想を求める高遭な精神」と言われる要素
は、このようなところに現われてきているのであろう・
プ
ラ
ス
しかし、こういう正の世界は手離しに出てくるわけではない。必ず裏に負の世界が想定されている。正と負の
マ
イ
ナ
ス
バランスの上でなければ出せないという屈折した形の中に、梶井の一一重性の特徴があるわけである。
この章でも、すぐ次に夜の表現が出てきて主人公峻の暗鰺な想念が展開される。
「また時どき寝られない夜が来た。寝られない夜のあとでは、一寸したことに直ぐ底熱い昂奮が起きる・その昂
奮がやむと道傍でもかまわない直ぐ横になりないような疲労が来る。」
こんなふうに主人公峻の夜の想念が描かれている。「檸檬」にも出てくるおなじみの感情であるが、しかし、こ
れが書きこまれることによって、作品が一一重構造になり、深みを増していることは否定できない。ちょうど作品の
なる。」
変な気持は、電燈を消し眼をつぶっている彼の眼の前へ、物が盛んに述動する気配を感じさせた。彪大なものの
気配が見るうちに裏返って微塵ほどになる。確かにどこかで触ったことのあるような、ロへ含んだことのあるよう
な運動である。廻転機のように絶えず廻っているようで、寝ている自分の足の先あたりを想像すれば、途方もなく
遠方にあるような気持に直ぐそれが捲き込まれてしまう。本などを読んでいると時とすると字が小さく見えて来る
ことがあるが、その時の気持にすこし似ている。ひどくなると一種の恐怖さえ伴って来て眼を閉いではいられなく
「夜、静かに寝られないでいると、空を五位が蹄いて通った。ふとするとその声が自分の身体のどこかでしてい
るように思われることがある。虫の啼く声などもへんに部屋の中でのように聞える。
『はぁ幸ろ穂』と思っているとえたいの知れない篝が起って誉・’これはこの頃鵬れない夜のお極まり
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
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3９ 
梶
井
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
素
直
に
感
動
に
身
を
ま
か
せ
て
い
る
主
人
公
の
心
情
が
よ
く
出
て
い
る
個
所
で
あ
る
。
雌
は
一
歩
、
健
康な世界に近づいた。妹の死によって受けた衝撃もいくらか薄らいだし、心の傷も少しは癒えた、とそう感じざせ
マ
イ
ナ
ス
ら
れ
ろ
個
所
で
あ
る
。
負
の
世
界
か
ら
の
脱
出
口
が
こ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
が
分
る
。
生
き
る
こ
と
を
真
正
面
か
ら
肯
定
し
た
い
作
者
梶
井
の
気
持
が
出
て
い
る
。
そして、夜が来る。峻はその夜も眠りにくい。十二時ごろ、夕立が来、その続きを待っていると、遠くから再び
歩み寄ってくる音がする。その後の雨の描写は、まことに静かに澄んでいて、散文詩のような趣きがある。
「彼はまだ熱い額を感じながら、城を越えてもう一つ夕立が来るのを待っていた。」
最後の一行だが、この一行にじっと耳を澄ましている作者梶井の心情が、峻の心情と重なって鮮やかに感じとれ
る気がする。危機はまだ去ったわけではない。熱があるのだから。しかし、夕立が来て、ものみなを洗っていく、
その爽やかな音を待っている峻の心には期待がある．それは一麺の希望とも言える．峻の待つ姿勢ｌそれはまた
梶
井
埜
次
郎
自
身
の
姿
勢
で
も
あ
る
。
何
か
を
待
ち
な
が
ら
、
生
き
て
い
る
自
分
の
胸
の
鼓
動
に
耳
を
傾
け
て
い
る
梶
井
の
姿
が
う
か
がえるではないか。
感じた。」
「母と娘と姪が、夏の朝の明方を三人で、一人は乳母車をおし、一人はいでたちをした一人に手を曳かれ、停車
場へ向ってゆく、その出発を彼は心に浮べて見た。美しかった。
『お互の心の中でそうした出発の楽しさをあてにしているのじやなかろうか』そして彼は心が滴く洗われるのを
中
央
に
模
で
も
打
ち
込
む
よ
う
な
効
果
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
表
現
に
よ
っ
て
、
作
品
は
ぐ
っ
と
し
ま
っ
て
い
る
。
これがなければ全体としてもっと宙に浮いた印象を与えたであろう。
さて、「昼と夜」の次が最後の章「雨」であるが、ここでは主人公峻の心が素直に開かれていく様子が描かれて
い
る
。
晴
か
ら
明
へ
小
説
が
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
信
子
と
い
う
義
兄
の
妹
が
、
明
日
学
校
の
寄
宿
舎
へ
帰
る
と
い
う
日
の
と
とい
だろ
００ 
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一一一
二重性を構成の基本とする作品に焦点をあてて梶井の文学を考えていくと、その頂点に位置するのは、大正十五
年『青空』十八号に掲載された「ある心の風景」ではないかと思われる。この作品は、暗を基調とする「檸檬」の
系列に属するものであり、「檸檬」で提起したものをさらに押しすすめようとした作品である。従って、「檸檬」
よりいっそう陰鯵の度を深めており、平野謙の定義を借りれば「危機のさ中の表現」として、まさに私小説の典型
を思わせる作品になっている。
マ
イ
ナ
メ
プ
ヲ
ス
このように暗の要素、否定的な負の世界が深くなっているだけに、それに対抗する明の要素、肯定的な正の世
界も内容が深くならざるを得ず、梶井もだいぶ書き悩んだようである。その結果、脱出口として永生、つまり永遠
の生命（⑱芹の目色一屋の）の観念が現われてきている。勿論、観念的な表現は避けている梶井であるから、感覚を通し
て
の
み
描
か
れ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
は
明
ら
か
に
現
世
に
対
す
る
永
遠
の
観
念
で
あ
る
。
三
高
時
代
に
キ
リスト教に関心を持ったといわれる梶井は、結局宗教には走らなかったのだが、永遠の生命を灘識するということ
は、具体的な信仰と結びつかないにしても、やはり宗教的な感性と同根のものがあるはずである。趣識するにせよ
し
な
い
に
せ
よ
、
梶
井
が
こ
の
時
期
、
宗
教
に
近
づ
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
。
しかしへ梶井はこの作品以後、永生の観念を突き詰めて考える姿勢は示していない。どころか、脱出口そのもの
マ
イ
ナ
ス
プ
ヲ
ス
を徐々に閉じていくのである。作ロ叩の中で否定的な、負の比菰が増してき、肯定的な正の世界は少しずつ姿を隠
してくる。つまり、ますます救いのない暗の世界に入りこんでいくのである。こうなると、作品の二五性は崩れ、
暗一色の単層榊造になってしまう。「ある心の風景」が二五性を構成の基本とする作品の頂点にあるというのはそ
う
いう意味である。
「ある心の風景」の主人公喬は、悪い病気を娼婦から得てきていろ。これは梶井自身の体験ではなく、友人の体
験談を聞いてヒントにしたと言われるところだが、梶井自身しばしば遊廓に遊びに行っていたわけだから、病気を
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4１ 貰う怖れは常に感じていただろうし、喬の心情は十分に作者梶井の内面を経過した表現になっている。
小説はその喬が、深夜、寝静まった街の通りを部屋の窓から眺めているところから始まっている。そして、心象
風景が展開する．わけだが、その描写はまことに陰鯵である。
「そこは入り込んだ町で、昼間でも人通りは少なく、魚のはらわたや鼠の死骸は幾日も位置を動かなかった。両
側の家々はなにか荒廃していた。自然力の風化して行くあとが見えた。紅殻が古びてい、荒壁の塀は崩れ、人びと
はそのなかで古手拭のように無気力な生活をしているように思われた。」
という具合で、わざと暗い材料ばかり拾い集めてきたような印象さえ与える。また、主人公の生活ぶりも、
「何時も紅茶の津が溜っているピクニック用の湯沸器。峡と離ればなれに松っている本の麺。紙切れ。そしてそ
んなものを押しわけて敷かれている蒲団。喬はそんななかで背鷺のように昼は寝ていた。」
というふうに描かれている。梶井自身の病気も徐々に霞くなってきていたということもあるのだろうが、どこか
マ
イ
ナ
ス
負の要素に対抗できない衰弱のようなものが、この頃から少しずつ現われてきていたのかも知れない。
だが、二章に入って、娼婦に貰った悪い病気について書いてある部分になると、梶井の感覚的な表現は鋭く冴え
る。薄汚い病気に対する嫌悪感が、夢の中の腫物のイメージで描き出されているのである。無気味なイメージであ
るが、それが現実というものの不安定性、暖昧飛性にも触れてくる。こういう感覚的な表現の才能は、後に昭和一一一年
に発表された「桜の樹の下には」における散文詩ふうの、美しくも気味の悪いイメージになって開花するわけだ
が、ここでもそれは十分に発揮されている。古くは夏目漱石の『夢十夜』にその先駆的な表現が見られるし、後に
は島尾敏雄の「夢の研究」と称する一連の作品に発展していく性質のものである。こういう感覚的なイメージ表現
に、梶井埜次郎の近代性が鰻もよく現われているとも言える。
さて、「ある心の風景」では、四章に遊廓を出た喬が昼の街を賀茂の川原から眺めるところが描かれている。こ
こに「街では自分は苦しい」という喬の感想が一一度繰り返して出てくる。一章における深夜の喬の心情と対比され
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4２ 
ているわけだが、喬にとって昼の街は抵抗がある、はじき返されてしまう、夜のほうが自然で、気持が落ち着くと
いうのである。「城のある町にて」では憧れの対象であった単純で、平明で、健康な世界が、ここでは眩しすぎて
プ
ラ
ス
苦しい対象に変わってしまっているのである。すでに昼の光景は彼にとって正の世界への脱出口ではなくなってし
マ
イ
ナ
ス
まっている。否定的な負の重みがそれだけ増しているということなのであろう。
そして、五章がくる。ここでは夜更けの街をほつつき歩く喬が描かれる。彼にとってなじみの深い夜である。彼
の心はここで初めて開かれるのである。この章が「ある心の風景」の中で最も重要な章である。ここに永遠の生命
（の冨日図一一篇）という観念が出てくるであって、作者の意図を解く鑓がそこに秘められているわけである。それは
喬が腰に提げている小さな鈴の音によって象徴されている。そこはこう書かれている。
「喬は腰に朝鮮の小さい鈴を提げて、そんな夜更け歩いた。それは岡崎公園にあった博覧会の朝鮮館で友人が貰
って来たものだった。銀の地に青や赤の七宝がおいてあり、美しい枯れた音がした。人びとのなかでは聞えなくな
り、夜更けの道で噸り出すそれは、彼の心の象徴のように思えた。（中略）
生れてからいまだ一度も踏まなかった道．そして同時に、実に親しい思いを起させる道・’それはもう彼が限
られた回数通り過ぎたことのある何時もの道ではなかった。何時の頃から歩いているのか、喬は自分がとことわの
過ぎてゆく者であるのを今は感じた。
そんな時朝鮮の鈴は、喬の心を震わせて鳴った。ある時は、喬の現身は道の上に矢われ鈴の音だけが町を過ぎる
かと思われた。またある時それは腰のあたりに湧き出して、彼の身体の内部へ流れ入る澄み透った渓流のように思
えた。それは身体を流れめぐって、病気に汚れた彼の血を洗い清めてくれるのだ。
『俺はだんだん癒ってゆくぞ』
コロコロ、コロコロ、彼の小さな希望は深夜の空気を清らかに震わせた。「｜
自分をとことわの過ぎゆく者であると感じ、鈴の音の中に現実のわが身が吸収され、失われるように思う、そう
いう喬の心情が描かれているわけだが、「とことわの過ぎてゆく者」という表現は、卑小な人間存在の自覚であると
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同時に、その奥に永遠なるある者が存在することの認識を意味していろ。輪廻と言っては大袈裟なら、一甑の述命
感のようなものだろうか。あるいは、自己を超えたところに永遠の生命を感じとった、観念としての永生ではな
く、感覚としての永生の表現と言ったほうが適切か。の厨目四一罠のの感じである。それは鈴の音に象徴されていて、
「うつし身」はその中に吸い込まれて消えてしまう。生身の自己は消失し、永遠の生命の中で再生するわけだ。
「俺はだんだん癒ってゆくぞ」
と喬は思う。これは明らかに生きようとする意志を示すものだ。その後に「希望」という言葉が出てくる。肯定
プ
ヲ
メ
マ
イ
ナ
メ
プ
ラ
ス
的な正の感情であることは言うまでもない。基調としての負に対抗する正がバランスをとってここに提示されて
いるわけである。鈴の音は、いわば救いのシンボルであり、絶望からの脱出口である。
そして、五章がくる。この章には一章と同じく深夜の窓からの眺めが描かれているのだが、一章と決定的に違う
のは、「闇の中の木に一点の蒼白い光を見出した」という表現があることだ。そしてその燐光は、自分が死んでも
消えずに残るだろうと喬は考える。この場合の燐光は明らかに五轍の鈴の音につながるもので、永生の象徴であ
る。梶井はこのように一段飛躍した形で、出口を示してこの小説を終わっている。
だがしかし、このように永遠の生命を提示していても、梶井は宗教には走らなかった。なぜか。その理由を解く
鍵もこの作品には用意されている。それは四章の昼の街を眺めているところで主人公喬が考える「視ること、それ
、
、
、
はもうなにかなのだ。自分の魂の一部分あるいは全部がそれに乗り移ることなのだ」という言葉にある。そして、
「震のように彼の坐る窓辺その鑿ｌ辮繼や生活の醤渋が鎮められ、ある艫りをおいて眺められるものとな
る心の不思議が、ここの高い樺の梢にも感じられるのだった」とつづけて書いていろ。
これは「視る自分」と「現実の自分」とを切り離して、「視る自分」に徹しようとする気持を表わしているもの
である。現実の自分は病気や生活苦で悩んでいる。しかし、別の次元に視る自分を設定すると、視る自分のほうに
魂が乗り移ってしまって、現実の苦しみが薄らぐ。そういう心の不思議なプロセスについて轡いているわけであ
ろ
｡ 
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「ある心の風景」によって頂点に達した梶井の一一取性は、以後、次第に単臓構造に変わっていき、昭和三年『近
代風景』四月号に発表された「覚の話」に至って完全に崩壊する。「箕の話」は、二頭性の終息を表現するのが目
的だと言ってもいい作品なのである。
これは非常に短い作品で、梶井が伊豆湯ヶ島で療養していた時の見聞をもとにして書いたものである。主人公
「私」がよく散歩する山道がある。そこには古びた筧があり、かすかなせせらぎの音が聞える。「私」はその水音に
魅きつけられる。なぜそんなに魅きつけられるのか。澄み透った水音に耳を傾けていると、聴覚と視覚との統一が
ばらばらになってしまって、変な錯誤の感じとともに、いぶかしい魅惑が心を充してくるからだった。
「すばしこく枝移りするような不定さは私をいらだたせた。腰気楼のようなはかなさは私を切なくした。そして
深秘はだんだん深まってゆくのだった。私に課せられている暗鯵な周囲のなかで、やがてそれは幻聴のように鳴り
はじめた。束の間の閃光が私の生命を輝かす。そのたびに私はあつあっと思った。それはしかし、無限の生命に
眩惑されるためではなかった。私は深い絶望をまのあたりに兄なければならなかったのである。何という錯誤だろ
う！私は物体が二つに見える酔っぱらいのように、同じ現実から二つの表象を見なければならなかったのだ。し
かもその一方は理想の光に輝かされ、もう一方は暗黒な絶望を背負っていた。そしてそれらは私がはっきりと見よ
うとする途端一つに重なって、またもとの退屈な現実に帰ってしまうのだった。」
これは言葉をかえて言えば、自分の中に認識者と行動者とを分離して、認識者に徹することの謀びを述べたもの
でもある。視ること自体、すでに意味のあることだという、これは認識の優位を宣言した言葉であるし、認識者に
徹することが自分にとって救いになることを暗示しているのである。小説家であることに徹底しようとする梶井の
覚悟のほどが示されているともとれる。小説家は認識者であって、行動者ではない。宗教人になることは行動者に
なることである。宗教人として教義に則った救いがあらかじめ用意されているなら、小説など書く必要はないので
あり、梶井が宗教に向わなかった理由もそこにあると言えよう。
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同じ現実から、理想の光と暗黒の絶望と一一つの相反する表象を几なければならなかったという表現に、梶井の一一
章性が明瞭に示されているわけだが、しかし、それらははっきり見ようとする途端、一つに頑なってしまうという
のである・これほど明確に二菰性が崩壊してしまっていることを語っている文章はない。物が一重に見えてきて、
もとの退屈な現実が眼の前にしらじらしく横たわっているだけとなる。これは出発点に戻ってしまったことを意味
するわけで、円環は閉じられ、脱出口は出発点と頭なって完全にふさがれてしまった。従って次のような一行で
作品はしめくくられることになる。
「課せられているのは永遠の退屈だ。生の幻影は絶望と五なっていろ」
永遠の生命（①厨『ロローニ｛の）を感じとっていたものが、永遠の退屈（の扁目Ｐ一の目巳）を意識するところまで後退し
てきてしまった。「絶望」という言葉が使われるのももっともだと言わざるを得ない。
同じ昭和一一一年『創作月刊』五月号に発表された「冬の蝿」は梶井の代表作の一つであるが、この小説もやはり陰
鯵な調子で貫かれており、脱出口はどこにも見あたらない。梶井自身、そういう出口なしの状態に追いこまれて、
身動きできない窮屈さにいたたまれない思いを感じていたに違いない。そこで彼が口にしはじめたのが「風景より
も生活を」という主張である。これはそれまでの作品が心象風景の描写に傾きがちだったために、眼が内に向いて
しまう。それを外に向けなおそうという主張である。こうして、昭和七年『中央公論』新年号に岐後の作品「のん
きな忠者」が発表されたのである。
この作品には主人公吉田以外に、周囲のいわゆる「生活者」が出てくる。従来の、議場人物はほとんど作者梶井
を思わせる青年ひとりという作品とは違って、「他者」が導入されたわけである。そのため、閉じられた世界では
なく、開かれた世界が描かれている印象があることは確かだ。
梶井が生きていたら、この先どんな作品を書いたか。「のんきな患者」につづく一種の社会小説を書きつづけた
かも知れないが、しかしいずれはもう一度、内部の表現を試みようとしたであろう。螺旋階段をひと回り昇った形
で・その時、一一重性はどのように捉えなおされたか、興味のあるところである。
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